
平成21年6月12日

中国電力株式会社

島根原子力発電所2号機におけるプルサーマル計画の見直しについて

  当社は，島根原子力発電所2号機におけるプルサーマルの実施について，これまでの計画を見直し，遅くとも2015年度までの実施を目

指して取り組んでいくこととしました。

  これまで当社は，2010年度までのプルサーマルの実施に向け，鋭意取り組んでまいりましたが，今後のスケジュール等を考慮した結

果，2010年度までの実施は困難と判断しました。

  今後，日本原燃株式会社のMOX燃料加工工場が操業開始する2015年度までの期間において，可能な限り早期のプルサーマル実施を

目指してまいります。

  また，本年4月，日本原燃株式会社のMOX燃料加工工場の操業開始時期が2012年度（平成24年度）から2015年度（平成27年度）に見直

されたことから，当社の「六ヶ所再処理工場で回収されるプルトニウムの利用計画」（平成21年3月6日お知らせ済み[PDF:234KB] ）におけ

るプルトニウム利用開始時期を，「平成24年度以降」から「平成27年度以降」に変更しました。

  今後とも地域の皆さまのご理解をいただきながら，安全確保を最優先にプルサーマルの実施に向けて取り組んでまいります。
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